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静問地学 79号 (1999)

rrの源流を訪ねて~

松本みつ

平成 10年 10月10日の体育の呂、会員 9名と高校生2名は牧ケ谷に集合、清流とし

の源流、福養の滝を目指しながら、流域の地質や壁史を探る巡検に出発した。

I1 

①牧ケ谷@

牧ケ谷橋の上流 150111にある
、ア
L醐酬

は、

り、

と

女JI! し〉

えてい と 11 

、
打ノ 山地から切り離さ に10;(つんO

②大原から

11 るO
ち伊

l- 2 らJf!

り、

その 2っ

く

く、くっきりと っしい 1<....

そ っしいくと

3

〉
)
打
/

このJl!

り

さ

、F
l- く、 にも拙い ぶ

/
干

ら冊、 l-

*干 424-0813

51 
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られいるので見えないが、こ の東端あたりを笹山断屠が通っているという O
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についての説明の立て札があ

り、この滝は全長 135mで、 2段に
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